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「九月をむかえて」

2022年度9月 1日

一 7 通 信
あるものは百倍にもなった。

マルコによる福音書4章8節

神愛保育園

まだまだ残暑が厳しいですが、 秋を感じさせる風が心地よく感じます。 この夏には、 幼
児ではグル ー プで協力をして行った夏祭り。 この2年間できなかった水遊びやプー ル活動。
乳児では、 お友だちとの関係性がますます強くなり、 遊びに広がりが出ています。

これからの季節は、 子ども達が戸外で活動しやすい時期でもありますから、 今までの積
み重ねた体験をもとに、 一 人ひとりの成長が大きく飛躍するよう願っています。 そのため
にも、 コロナの基本感染対策をとりながら、 少しずつ多くの活動ができるように計画して
いきたいと思います。 この穏やかな秋の季節に戸外でたくさんの活動が安心してできるよ
うにと願うばかりです。

さて、 先日8月2 7日に、 小学生の卒園児と共に夏の活動を行いました。 この2年間、
中止していたサマ ースク ー ルという宿泊行事の形を変えたものです。 神愛保育園では、 創
立以来卒園児とのかかわりを地域子育て支援活動と共に大切にしてきています。

地域の中で、 卒園児の子どもたちの受け入れ先である、 キッズ深川、 キッズ八名川、
キッズ明治、 また、 子育て支援の施設である深川北子ども家庭支援センタ ー は同じ法人が
運営委託を任されています。 施設職員とのつながりもありますので、 私たちも、 卒園児の
成長を共に見守らせてもらっています。

当日、 保育園に1年生から6年生の小学生が3 0名が集まりました。
コロナ以前は、 夏休みの「一 日保育士体験」等で在園児も、 卒園児との交流が毎年のよ

うにありました。 そのため、 2年間顔を見なかった卒園児の成長には、 本当に驚かされま
した。 卒園児たちは、 懐かしいおもちゃや絵本を見て、 保育園時代に戻ったように、 遊び
始めていました。 学校が違っても学年が違っても、 同じ「神愛卒園児」という共通項が子
どもたちを結び付けています。

3歳児の部屋で遊んでいた5年生、 6年生は、 懐かしい「ぽぽちゃん」人形で遊び始め
て盛り上がっていました。 近くにいた保育者は、 お人形であそぶ卒園児を「かわいいな」
と思って「何しているの？」と尋ねると、 「ぽぽちゃん『ダサコー ディネ ー ト』を考えて
いる」とのこと。 半面、 このプログラムの中で提供する昼食やおやつのアイスクリ ームを
準備したり、 買い物に行ってくれる姿もありました。

低学年児にとっては、 学校で見たことのある高学年の人と 一 緒に食事をしたり、 遊んだ
りしていつもとは違う体験ができたことと思います。 夏休みが明けて小学校に戻る際への

・ちょっとした安心感につながってくれることを願っています。
在園児にとっても、 卒園児にとっても保育園が第二のお家のように気軽に足を運べる場

にこれからもなっていけたらいいなと思います。 神愛保育園園長 鵜澤由記子
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第 5 回目

1 0年以上さかのぼり、小学生だった頃。昼休みのチャイムが鳴ると、お反達と真っ先に

向かっていた先は図書館でした。 その中で、今でも記憶に残っている絵本は「わかったさん

のジョ ー トケ ーキ」です。 こまったさんとわかったさんのジリ ー ズでは、物語を進める中に

実際に作ることができるこ飯やお策子のレジピが乗っています。 小学生の頃は大人なしで

料理をすることが出来す、料理をするときは兄弟も一緒に行っていたため、絵本の中では好

きなだけ、 好きなタイミングで料理が出来る時間でした。食べることが大好きで（今もです

が）食への関/[j\があった私は、レジピを見て、頭の中でおいしそうなご飯を完成させていく

時間が、子どもにとってはとても新鮮だったことを覚えています。
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． クリスマス ・ イブの日、わかったさんは、古いお城で、白ひげのおじいさんを手伝ってジ

. i ョ ー トケ ーキを 作る事になりました。
1 

出版社あかね書房より

l. ·ー・•ー・・ー・・ー・·ー・・ー・·ー・・ー・·ー・・ー・・一！

わかったさんの
I�-

蒙井艶子諭

作って見たかったも

のがケ ー キでした！
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わかったさん、こまったさん，

共にシリ ー ズでの出版がこんなに。。。！
わかったさんはご飯系、

こまったさんはお菓子系です！
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冗 事だより

収穫した夏野菜で様閃なクッキングを楽しみました！

夏野菜ピザ

口

ひまわり組年中

私〇好さなメニュ ー ［と0⑤ l

※職員00子さな食事のメニュ ーを聞さました1

すんだ餅

c 
゜

ひまわり組年長］

＊ 浦田典恵（つくし組） 神愛歴11年 ＊ 

①ス/1
゜

ゲッティ ーミー トリース：子どもたちも大好きな献立で、 大人もミ ー トソ ース大盛りでおいしく食べています。

保育園レジピの中でも「家で作れるだろう！」とチャレンジしてみましたが

伺かが足りす … でした。（味の再現はやっばり難しいですね。）

②いもかつ：幼児クラスを担当する事が多く、 芋掘り還足にも同回も行きました。 さつま芋に豚肉を

巻いて湯げられているいもかつを見て、「さつま芋にお肉が巻かれてる！」と

子どもたちと同様に感動した一 品でしだ。
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｛保健だより 2022年9 月］
8月は上旬から高温が続き猛暑となり、熱中症警戒アラ ー トが出る日もあ

りました。天候や水温の条件を見ながら、プ ー ルやジャワ ーの活動を行いま
した。体調管理の難しい厳しい気候の中、夏の疲れが出てくる頃です。園で
も水分補給や休憩をとるなど、体調管理に気を配っていきます。例年9月も
気温や湿度が高い日がありますので、引き続き熱中症に注意をしていきまし
ょっ。
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◆ 9 月 1 日は防災の日◆

園では毎年引きとり訓練が実施さ

ノ

ひだまり

～地域の親子と園児の交流～

外に出ればまだまだ汗

ば

む季節ではありますが、少しすつ秋の訪れも感じますね。

今年の夏も暑い日が続き、ひだまりの水遊びやプー ルにも、涼を求めてた
くさんの親子が参加してくれました。ひだまりでは今年度嗅水マットを購
入し、水遊びを行いました。なかなかマットの中には入らす、外側から水
遊びをする子の姿が多く見られました。バケツやじょうろや水鉄砲などを
使って遊びました。回数は少なくなってしまいましたが、プー ルにも入る
ことが出来き、初めてプー ルに入る子もプー ルを習っていてプー ルに慣れ

ている子も嫌がることなくみんな積極的に入って遊ぶ様子がありました。こんな世の中ではありま
すが、プー ルや水遊びをたくさん楽しめた夏になりました。 父親諷臨

鵬● ：土手濯●氏

9月1 0日（土）10時1 0分からひまわり組にて土手浩恵さんによる「ベビ ー 9●+言--m←← • 9 9 99 9«心．．． ，

マッサ ー ジ」の父親講座を行います。お父さんのみでもお母さんのみでもみ ＇］三云ここ
なさんでの参加も大歓迎です！

・［ 量三／

｀ご興昧のある方は担任やひだまり担当橋本まで是非！お声掛け下さい！
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2022年8 月 16日（火） 天気晴れつくし組 co歳児）

みんなでお祝い 嬉しいね

今日はAの誕生会を行った。準備を始めると、何が始まるか気に
なったようで「なんだろう」と集まってきた子どもたち。誕生会
が進んでいき、大人が拍手をすると、楽しい雰囲気に子どもたち
はとても笑顔だった。みんなが嬉しそうに拍手をしているのを見
て、Bは立ち上がって子どもたちに向けて拍手をしていた。その
光景を見ていたCも、嬉しそうに笑っていた。他の子どもたちも
楽しそうな表情をしていた。クラスでの7回目の誕生会と言うこ
ともあり、慣れてきた子どもたちは緊張した様子はなく楽しんで
いた。みんなで祝うことが出来て良かったと思う。

0歳児つくし組の誕生会の様子です。誕生会の楽しい雰囲気を感じ、笑った
り手をたたいたりして、嬉しそうに参加する子どもたちの姿がありますね。神
愛保育園では、幼児クラスは月に 一 回その月の誕生児みんなでお祝いをし、乳
児クラスでは、お誕生日の日にお祝いをしています。日誌の中に “ 緊張した様
子はなく …

’'とありますが、入園して初めのお誕生日のお祝いでは、何をする
か分からす、不安そうな表情をしたり遠くから見ている子どももいたのですが、
今は誕生会を ‘‘楽しい時間” と捉え、自分やお友だちが生まれた日やそのお祝
いを嬉しい気持ちで過ごすことが出来るようになり嬉しく思います。

慣れてくる＝わかってくるというのはとても大切で、（大丈夫と思う）経験を
重ねていくことで安心が生まれ、「楽しもう」「やってみよう」というプラスの
感情を持つことが出来るようになっていきます。また、この場面でもそうです
が、周りの雰囲気を敏感に感じ、 “ 安心できる大人や友だちが笑っているから、
きっと今は楽しいんだ” と思うことも出来るようになります。クラスでの安心
した毎日から笑顔が生まれてくることを改めて感じます。 一人ひとりが安心し
て心を開放できる揚所になるよう、日尺の積み重ねを大切にしていきたいと思
う日誌でした。
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2022 年 8 月 2 3 日（火） 天気 曇りのちはれ ひまわり組 (4 · 5 歳児）

「いっしょにいってあげる！」

電車を借りるため、 ちゅうりっぷ組に行った年中児C。 すると、 泣いて帰ってきた。 その様

子を見て心配する年長児A。 Aが泣いた理由を聞くと、 電車を借りるために保育者Dとじゃ

んけんをしたら負けてしまったという こ とが分かった。 それを聞きAが「一緒に行ってあげ

る」と言ってちゅうりっぷ組へ二人で向かった。 しかし、Cはじゃんけん自体の理解がまだ難

しく、 自信がない。 保育者Dがじゃんけんに誘うも泣いてAにすがる。 Aが「保育者Dはグ

ーしか出さないはずだから、Cくんパ ーを出そう！」と保育者Dの前で打ち合わせをする。

保育者Dは話を合わせてグー を出し、Cは勝利する。 すると、 成功体験が積めたようで、 そ

の後にひまわり組のお友だちゃ保育者でじゃんけんをするときにも自慢げにバ ー を出してじ

ゃんけんに参加するようになった。Cには、経験と成功体験が大きな一歩につながる こ とを改

めて感じた。 今後も、 小さな こ とも一つずつ挑戦して自信につなげていきたいと思う。

8月は、 夏休みをとられているご家庭もあり子どもの人数が少ない日が多くありました。 そ

のため、 年中、 年長児が一緒に遊び、 日常の様々な生活の部分で声を掛け合い、 助け合うとい

う時間がとても多くみられました。 8月の日誌を読んでいると、 いつも違うグル ー プで遊んで

いる子どもが、 今まであまり遊んだ こ とのないグル ー プのお友だちに勇気を出して「いれて」

と声をかけて遊んでいる姿もありました。 4月からひまわり組として4·5歳児が一緒に過ご

し始めた中で、 子どもたちの距離感が近くなっていく こ とを感じています。 日誌の感想にある

ように、 それぞれの子どもたちが体験する小さな こ とを一つずつ挑戦しながら、 それが自信に

つながっていく8月だったのではないでしょうか？

さて、 上記の日誌は、 本当に面白い子どもの姿だと感じています。 年長児Aが年中児Cに

対して具体的な こ とを伝える能力や考える力には驚かされますし、 また年中児 C r

にとっても成功体験の積み重ねが自信につながっていき、 こ みあげてくる喜びをま 幌
わりの人に伝えていきたいという子どもらしい姿を見る こ とができます。

残り半年となるひまわり組の中で、「一緒に悩んでくれてありがとう」「困っていた

時助けてくれてありがとう」 と言える関係が子どもたちの中に育ってほしいと思います。
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子ども念・1dayサマースク ール報告（卒徽偲2._

8月27日（土）、 卒園児の子どもたちが集まり
“

1 d ayサマ ースク ール
”

を行いました。 例年

は清里での宿泊活動なのですが、 コロナウイルス感染の為今年は保育園で一日過ごそう！という企

画に変更になりました。当日、久しぶりに卒園児の小学生たちや保護者の方だちに会い、とても懐か

しい気持ちでいつばいになりました。

心

始めは少し緊張した様子の小学生だちでしたが、 時間が経つと保育園時代と変わらない笑顔とに

ぎやかさが戻ってきました。 午前中は製作あそびをして、 お昼ごはんは懐かしの堡盲園カレ ーを食

べました。たくさんお代わりもして、あっという閻にお鍋の中のカレ ーは空っぽに！「あーお腹いっ

ぱい」と満足そうな小学生でした。 午後はDVDを観たり高学年生に買ってきてもらったアイスを

食べて過ごしましだ。終わりの時間になると「まだ帰りたくない！！」と口にする姿も多く、久しぶ

りの保育園を楽しんでくれたようで嬉しく思いました。 これからも工夫をしながら活動を行い、 卒

園しても繋がっている関係を大切にしていきたいと思います。

［ 
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